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［昭和 26 ～ 35 年］
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1951 年（昭和 26 年）2 月 14 日　大雪
所謂台湾坊主の通過による太平洋岸の大雪で，本県では 14 日 9 時頃低気圧が豊後水道沖に接近
した時から始まり，伊豆沖に進んだ 22 時頃に終った。県内最大積雪は，鬼籠野 56cm，其他市場・
池田・大枝等が 30㎝以上。尚，日和佐も 2㎝を見たが宍喰には積らなかった。徳島の 29㎝は第 4
位の記録である。この雪で交通通信送電関係に被害が出た。

1951 年（昭和 26 年）7 月 1 日　台風ケイト（6 号）
7 月 1 日の夜中に，四国を南西から北東に縦走した小型台風で，降雨期間が短かく大きな被害に
はならなかった。上陸前の中心示度は975mb，徳島の気圧991.1mb，最大風速は東南東の風21.9m/s，
雨量は最多の那賀川流域で 250 ミリ以上，大枝で 210 ミリ。少雨域は吉野川流域で，50 ミリ内外（こ
れらは一日雨量である），徳島 59 ミリ。
被害　家全 1，床上 30，床下 36，田流 377，浸水 5,475，畑流 598，浸水 1,093，道 291，橋 22，
堤防 94，船流沈 10，護岸 7，果樹風害 8.8 町，煙草冠水 2,260，桑冠水 2,111

1951 年（昭和 26 年）6 ～ 7 月　梅雨
6 月 14 日以降，降雨頻繁となり，27 日より 7月 17 日の間，約 20 日間は殆んど毎日の様に雨が降っ
た。県内の雨量は600～ 400ミリ。この間に 100ミリ以上の日は，6月 28日，7月 1日（ケイト台風），
8，10，12 日等である。このように連続雨に一時的な大雨が加わって，本州中部以西に水害を発生
した（死者計 162 不明 144）。本県関係は次の通り。
被害　人傷者 3，家全潰 2，床上 27，田流埋 392，畑冠水 65，道 3，山崩 5

1951 年（昭和 26 年）7 月下～ 8 月中　干ばつ
梅雨があけて俄に夏型気圧配置となり，8月中頃まで連日晴天が続いた（8月に入って盛んに雷
雨が発生）。このため炎熱干ばつに苦しみ農作に被害を出した。
［注］この干害は北海道，北陸を除く全国的なものである。

1951 年（昭和 26 年）8 月 19 ～ 22 日　台風マージ（11 号）
沖縄から東支那海に入った大型台風であったた

め，本県もその勢力範囲に入って 16 日から降雨連
続し，特に 19 ～ 22 日那賀川流域の多雨帯で各日
100 ミリ以上の大雨があり水害を出した。19 日　
桜谷 164，木頭 150，20 日　桜谷 178，福原 172，
21 日　木頭 260，桜谷 228，22 日　木頭 209，桜
谷 190 等。
このため最多雨地では図のように 800 ミリを越

えたが，長期に亘ったので被害は少なかった。
被害　家半潰 7，田冠水 252，道 2，提 1

1951 年（昭和 26 年）9 月　低温
雨量は平年の 1/2 程度であったが，割に曇雨天

多く日照も少な目で，平均気温は平年より 1.8 度
低目の 21.4℃となった。この値は過去 70 年中で明

32 につぐ第 2位の低記録である（最低気温の月平均値 18.0 度も同様に第 2位記録となる）。
1951 年（昭和 26 年）10 月 14 ～ 15 日　台風ルース（15 号）
14日から15日の夜に鹿児島から広島を抜けた大型台風で，北海道関東を除いた地方で被害があっ
た。
死者 572　不明 371
風雨状況　14 日早朝から雨が始まり，台風が九州に上陸してから弱まって驟雨性となったが，
風はその反対にこの頃から強く，真夜中前後に最強風になった。徳島の最低気圧 978mb　最大風

8.16 〜 22　7 日合計雨量
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速は南東の風 27.9m/s。県内の降雨分布は上図の通りで，
雲早山系で 300 ミリを超え，その外周では減少している。
割に短時間の降雨のことで，各河川は大体警戒水位内に
止った。
高潮　この台風の被害の主なものは高潮で起ってい
る。小松島の高潮偏差最大は 61㎝で，中心が丁度，日本海へ出た頃の 15 日 3 時過だった。県内の
浸水高は，上図に記入の通り最大は 1m位だった。
強風　尚この台風では三好郡の山峡地帯，特に山城谷，祖谷等で近年稀れな突風があって，住家
の倒壊人の死傷等を出した。
被害　死者 10 人，傷者 85 人，家全潰 350，半潰 1,390，床上 468，床下 3,706，流 3，道 187 ヶ，
橋 52，堤防 120，田流 100 町，浸水 4,398，畑 170 及 357，船 310，三好郡（山城谷　死者 2人，傷
者 10 人　三縄　死者 1人　西祖谷山　傷者 3人　全壊　山城谷 27，三縄 27，東祖谷山 7，西祖谷
山 20，三名 6，佐馬路 9，三庄 5，箸蔵 4，三野 1）

1952 年（昭和 27 年）3 月 19 日　低気圧（風）
18 日，東支那海で発生した低気圧が急速に発達しな
がら日本海を北東に進み，太平洋側に副低気圧が発生し
たので，徳島地方の南東風は 20.2m/s となり，3月とし
ては第 1位の記録を作った。

1952 年（昭和 27 年）3 月 22 日　低気圧［福井村豪雨］
この日，北方から東支那海に伸びる気圧の谷で低気圧
が急速に発達し，21 時に本県南部に到着した。この時，
県南海岸，特に那賀郡福井で雷雨に伴う記録的な強雨が
あり，水害が発生した。然しこの地方を除いて大雨はな
く，県の北半は 50 ミリ以下だった。徳島 41 ミリ最大風
速東南東の風 12m/s
福井の時間雨量

15時 16 17 18 19 20 21 22 23 24 計
5.7 3.7 12.6 3.5 6.2 4.5 72.9 160.2 6.7 0.5 276.5ミリ

（最大をとると 60 分に 167.2 ミリ）この一時間強雨は
日本としては第一級のものである（昭和 32 年 7 月 25 日

ルース台風の雨量と浸水高（㎝）

10 月 14 日 21 時

3 月 22 日 21 時
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夜の諫早の大雨の時の最大時間雨量は 144 ミリ）。
被害　死者 6人，傷者 2人，家全 3，半 18，床上 305，床下 130，橋流 16，提 320m，道 16，田
畑流 75 町，農作被害 200 町，山崩 3（4,300 万円以上）
［注］気象台等の一時間雨量記録は　1位足摺 150 ミリ　2位銚子 140 ミリ　3位宮崎 134 ミリ　徳

島 87 ミリ
1952 年（昭和 27 年）3 ～ 7 月　多雨
徳島の雨量を平年と比べると

3 4 5 6 7 月
本　年 144.6 312.1 179.1 340.5 275.5ミリ
平年比 150% 258 135 176 140
上記のように各月引続いて多雨で，特に 4月の雨量は 70 年内の第 1位記録となった。これは，
又この期間中曇雨天日数の多いこと及び，日照の少いことと関係があり（例えば 4月日照は少い方
からの順位が 6位，5月は 7位等）麦類の収穫も悪い方であった。

1952 年（昭和 27 年）6 月 23 日　台風ダイナ（2 号）
23 日中に沖縄から潮岬のすぐ南方を通過した台風で，本県はその北側にかなり離れていたため
大きな被害にはならなかった。だが，県内では 100 ～ 200 ミリの短時間降雨があり，徳島では時間
雨量 55.8 ミリの 6月第 1位記録を作った。（尚日雨量 205.1 は 6 月としては明治 32 年に次ぐ第 2位
となる）
被害　死者 1人，傷者 5人，全壊 2，半壊 6，床上 27，床下 3,263，田畑流埋 4と 7町，冠水 5,220
と 980，道 20，橋 6，堤防 7，山崩 22，船流 2

1953 年（昭和 28 年）2 月 21 日　大雪
2 月 20 日夕刻沖縄諸島南方で発生した低気圧が 21 日
四国沖を通る時，山陰沖にも副低気圧が発生し，本県で
は未明から雪となり夕刻まで続いた。山地の多雪地で
30㎝位，平地でも 10㎝程度となった。最近では昭和 26
年以来である（徳島最深 9㎝，切越川井 32，穴吹・池田・
桜谷・鬼籠野・岩倉は 20㎝以上）。通信交通に若干の被
害を見た。
［注］尚本年は 3月 28 日にも県内全般に降雪があり，徳

島では 2㎝だった。これ程おそくに積雪したことは
珍らしい記録である。

1953 年（昭和 28 年）4 月下旬　火災
4 月 17 日から 28 日の 12 日間は，殆んど降雨なく，
特に 21 ～ 25 日は著しく乾燥し，23 日の最少湿度 25％，
24 日は 29％と下がり，県内で火災が頻発した。

1953 年（昭和 28 年）5 ～ 6 月　はしか流行
1953 年（昭和 28 年）6 月 7 日　台風（2 号）
この台風は九州西岸中央から瀬戸内を通ったもので，
本県では 7日昼過から短時間風雨が強くなった。徳島の
最大風速は南東の風 23.9m/s 県内の雨量は 100 ミリ内外で，大きな被害にはならなかった（最大は
谷路 132 ミリ）
被害　全壊 1，半壊 2，田冠水 4，堤 3

1953 年（昭和 28 年）7 月 17 ～ 21 日　前線（大雨）［和歌山大水害］
21 日頃まで梅雨前線停滞の悪天が続き，全国的な水害になった。特に 17 ～ 18 日，和歌山県下

2月 21 日 21 時



― 106 ―

で記録的な豪雨（1日に 400 ミリ以上）による大災害を発生し，死者 639　不明 376 を出した。幸
い本県では，被害軽微にすんだが，雨の多かったのは 17，18 日と 20 日で多雨域で夫々 100 ミリを
超え（後者では吉野川上流域で多雨）かなり出水した。
被害　全壊 1，半壊 3，田冠水 733，畑 5，道 3，山崩 6

［注］尚6月24日から29日にかけて北九州中国は大水害となり，死者749人，不明者265人を出した。
1953 年（昭和 28 年）8 月下旬　異常気温
7 月 23 日から割合雨の少い天気が続いたが，8月下旬前半に著しく昇温し，徳島で 24 日最高
気温 37.0℃を計った。これは 8月として第 1位の高温，（これ以上のものは 7月の 37.1 で大 3．7．
18，大 4．7．14）であるが，オホーツク海高気圧が強くなり 25 日頃から急に涼しく，29 日の最高
気温は 22.7 に降った（この温度は珍らしい低さで 8月としては記録的である）。
［注］8月から 9月にかけ東日本（特に北海道・奥羽・北関東中部の山間）は凶冷となり，水稲は福島・

山梨 58％　群馬 54　栃木 53　埼玉・長野 43％減。
1953 年（昭和 28 年）9 月 16 日　ひよう
此日午後雷雨が発生し，阿波郡市場，八幡を中心として 14 時頃から 15 分間の降ひょうと落雷が
あった。ひょうは市場では 1× 0.5㎝　八幡では直径 3.5㎝位のまであり多少の被害を出した。

1953 年（昭和 28 年）9 月 24 ～ 25 日　台風テス（13 号）

このAクラス台風は四国南方から真すぐ潮岬の南まで
北上し，そこから北東進して志摩半島と渥美湾に大被害
を与え日本を縦断した。全国の死者 393 名，その内 108
名は京都府で出している（舞鶴付近の大雨による）。
風雨状況　本県の南東方を稍離れて通った事と上陸前
の中心気圧 930mb と少し衰えかけていたため，徳島での風は左程強いものでなかった（最低気圧
983.4mb 最大風速は北西の風 22.5m/s）。然し雨は阿久根台風以来と云われる程大降りし，鮎喰川
上流で 23 日から 25 日の三日間に 600 ミリを超えた。23 日は 30 ミリ位，24 日は早朝に多いところ
で 100 ミリ，同夜から 25 日にかけてのものが台風直接の雨で，毎時 10 ミリ以上の雨が 15 時間内外，
連続した最大は 12 ～ 13 時に鬼籠野 68.7　横瀬 59.8 ミリであった。

被害　低地はんらんで板野郡が最も被害を受
け，徳島市，鳴門市がこれに次いだ。尚小松島
港での高潮最大偏差は 42㎝で，沿岸処々に被害
を出した。

吉野川水位 板野 岩津 第十 新町
8.6m 6.3 7.15 4.49

（警戒水位 9.0 5.5 6.5 3.5）

9 月 22 日 9 時〜 26 日 9 時　4日合計雨量

2月 21 日 21 時



― 107 ―

負傷者 6人，不明者 1人，全壊 22，半壊 60，流 9，床上浸水 1,924，床下 8,932，流埋田 20 町，畑 2，
冠水田 1,293，畑 31，道 203，橋 70，提 98，山崩 101，船沈 1，流 6，羅災者 43,806
［注］この時の雨が加って徳島の 9月雨量 531 ミリは第 6位多雨。
［木頭村誌］森林被害 2万石以上　室戸台風以来の被害

1954 年（昭和 29 年）1 ～ 4 月　暖冬
昭和 28 年は概して高温に経過した（年平均気温 15.9 は平年より +0.4）が，12 月から 29 年 4 月
までの高温は顕著であった。徳島の値は次表の通り。

　12 月 1 2 3 4
月気温（平年より）℃ 9.4（+1.9） 7.1（+2.1） 7.1（+2.0） 8.6（+0.6） 14.9（+0.9）
高 温 順 位 4 2 5 − 1
雨量（平年に対する％） 78 177 68 61 158
日照　　（〃）　　 87 68 117 106 100

1954 年（昭和 29 年）3 月　火災
17 日から 26 日まで（移動性）高気圧の範囲内にあることが多く，連日好晴が続き高温乾燥となり，
日本各地で火災が頻発した。本県でも家火事，山火事が多数発生した。

1954 年（昭和 29 年）4 月 5 日，11 日　低気圧（大雨）
東支那海から発達しながら北東進して日本海に抜けた二個の低気圧によって，県南海岸よりに局
地的大雨があった。
この両者は非常に似た雨量分布をしており，急激な雨だったので多少の被害を出した。

宍喰 川西 赤河内 日和佐 椿泊 木頭 桜谷
5日（ミリ） 248 180 167 151 25 115 161
11 日（ミリ） 270 214 198 81 250 153 82
この雨は 15 時～ 09 時の 18 時間位で，徳島の最大風速は南東の風 14.5m/s を観測した。

1954 年（昭和 29 年）6 月 22 ～ 23 日　低気圧（大雨）
22 日 15 時東支那海に発生した低気圧が，23 日早朝に四国沖に東進し，この間に海部郡の海岸で
150 ミリを超える大雨を降らせた（由岐 190，日和佐 173 ミリ）。このため三岐田町で山崩れを起こ
し，3名の死傷者を出した。
死者 2人，傷者 1人，家全壊 4，山崩 1

1954 年（昭和 29 年）6 月 29 ～ 30 日　前線（大雨）
28 日揚子江下流に出て来た低気圧は北東に進行し，30 日の早朝，朝鮮中部の日本海側に出たが，
四国南方に梅雨前線が停滞し剣山山系に大量の雨を降らせた。特に 29 日の夜から 30 日の朝にかけ
ての 15 時間位の間は，雷を伴い多雨域で 200 ミリを超えた（川口 292，祖谷 241，大歩危 238，池
田 200 ミリ）。
被害　死者 3人，傷者 4人，全壊 15，半壊 43，流 6，床上 165，床下 1,233，道 57，木材流 65 石

［注］西日本各地で小被害がある
1954 年（昭和 29 年）7 月 30 日　前線（大雨，竜巻）
四国横断の低気圧に伴い終日雷雨があり（徳島で 14 時 02 分ひょう），特に 13 時頃，勝浦川上流
から出た雷雨は北東に進行して，経路に大雨を降らせ小松島で竜巻を起した。
図のように徳島から宍喰にかけて最多区域が出ている。この雨は 30 日の午後から 31 日の昼頃ま
でに降ったもので，川西の最大時間雨量は 106.6 ミリ（23 ～ 24 時）。又小松島では 68.7（1 ～ 2 時）
だった。徳島の日雨量（30 日）273.5 ミリは，7月での第 1位記録である。
被害　全壊 2，半壊 2，床上 215，床下 1,793，橋 2，道 3，山崩 8，田冠水 2,003 町，畑 118

［注］小松島田浦の竜巻は 13 時 30 分に発生約 2㎞東進して海上で消える。被害の発生は，13 時 40
分頃。巾 50m　全壊家 1，半壊 6，屋根窓ガラスの破損 84 戸，負傷者 1人
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1954 年（昭和 29 年）6 ～ 7 月　低温多雨
5 月も曇雨天は 20 日に達したが 6，7月も同様に 20 日
を数えた。且つ各日の雨量も多く，県内で日雨量が 100
ミリ以上を計った日は，6月では 1，6，19，22，28，29 日，
7 月では 18，19，30 となる。従って 6，7 月とも平年よ
り甚だ多く，特に海岸よりに顕著だった。県南の川西，宍喰の 6月雨量は 1,000 ミリを超え（1,206
及び 1,006 ミリ），7月川西は 806 ミリだった。これは同時に低温少照をもたらす，徳島については
下表のとおりになる。

6月 7月
雨　　量（ミリ） 404.2 （平均の 208％ 第 4位多量） 483.1（239% 第 2位）
気　　温（℃） 20.6 （平均より−1.1 第 3 位低温） 24.1（−1.7 第 4 位）
日　　照（時間） 131 （平均の 76% 第 8位少量） 156 （71% 第 6位）
この原因は，オホーツク海高気圧が優勢で，梅雨前線は日本付近及びその南方に停滞することが
多かったことと，しばしば大雨を見た為である。然し麦類の収かくはむしろ良好であった（大麦
134，裸麦 187，小麦 178 升）。
［注］尚この時に九州より関東に至る各地でも各月 2～ 3度気温低下し冷害になった。

1954 年（昭和 29 年）8 月 18 日　台風（5 号グレイス）
18 日の 3 時に南九州阿久根から上陸し，四国を横断して神戸に上陸した。上陸前の中心気圧は
940mb，徳島県上で 970mb だった。徳島ではこの日朝から夕方まで 20m/s 位の暴風雨が続き，台
風が本県に接近した夜に入って衰えた。最低気圧 977.3，最大風は南東の風 20.2m/s。
雨量分布　剣山雲早山系が 250 ミリを越え，その外側に少くなって県南海岸，吉野川平野は 100
ミリ以下だった。しかし，一宇付近に局地的大降りし，521 ミリを計った。これは 50 時間位の量
である。尚この台風の最大高潮量は，小松島で 44㎝，日和佐で 36㎝である。
被害　死者 2人，傷者 1人，全壊 6，半壊 24，流 7，床上 23，床下 215，田流埋 2，冠水田 120，
畑 276，道 22，橋 1，提 1，山崩 4

1954 年（昭和 29 年）9 月 7 日　台風（13 号キヤシイ）
7 日の夜九州西岸を北上した中級台風で徳島の最低気圧 1,005.3bm，最大風速は南東の風 16.5m/s。
本県の雨は山地では，7日 0時から 8日の昼まで，平地では 7日の夜から 8日の昼までが強かった。
最多は木頭の 525 ミリ（6～ 8日の 3日量），次位は福原の 466 ミリ，東海岸と県北西部で 100㎜以
下だった。

7月 30 日 9 時〜 8月 1日 9時　2日合計雨量

7月 30 日 09 時
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被害　不明者 1 人，傷者 18 人，全壊 1，半壊 1，床上 2，床下 26，田流埋 1，冠水田 248，畑
142，道 6，山崩 3

1954 年（昭和 29 年）9 月 13 日　台風ジューン（12 号）

稀な大きさで北上して来たAクラス台風で，台
風眼が特に大きかった（最大直径 200 キロ）。これ
に反し，中心付近の暴風は予想程に大きくなかったこと，進行がおそく暴風雨の時間が長かったこ
と，極めて強いうねりで被害を大きくしたこと及び，転向せずにシベリアまで北上したこと等で話
題を生んだ台風である（死者 107 人）。
風雨状況　この台風が本邦のはるか南方にあった 9日頃から海上ではうねりが高く，10 日から
被害が出る位になった。13 日の早朝，九州のすぐ南方に近づいた頃から，徳島では 15m/s の風が
吹き，14 日の 12 時頃まで，凡そ 25 時間連続した。最大風速は南東の風 32.2m/s（2 時，台風中心
が山口県の北へ出た時），最低気圧 985.4mb。雨は 12 日午後から始まり，台風が九州を通過中一段
と強くなった。最盛期は日本海に出てからで，山間部で毎時 30 ミリを超え，中でも菅生は 10 時間
に 331 ミリを計った。雨の弱まったのは，風と畧同時刻である。
被害　山間部の短時間大雨により各河川は増水し，特に吉野川は空前の大洪水となって所々決壊
し，三好，美馬，麻植郡等では家の全壊流失浸水等を出した。洪水予報実施で人的被害は少なかっ
た。尚この台風による最大高潮量（小松島で）は 65㎝だった。
水位 池田 岩津 第十 新町

10.20m 7.80 8.96 5.30
（計画洪水位は　第十 9.00　新町 5.88）

死者 9人，傷者 8人，不明者 1人，全壊 131，半壊 263，一部 1,902，流 55，床上 2,059，床下 6,886，
田流埋 7，畑 66，田冠水 4,289，畑 2,012，船流失 27，破 14，道 152，橋 20，堤防 63，山崖くずれ
104，木材流 880 石，羅災者 20,230

1954 年（昭和 29 年）9 月 18 日　台風（14 号ローナ）
前台風の一週間後に発生したBクラス台風で四国を目ざして北上し，18 日 09 時室戸沖合 150 キ
ロ位から急に北東方向に転向した。徳島の最低気圧 990.3mb 最大風速は北西の風 16.5m/s 小松島
港の高潮最大偏差 58cm。雨は 17 日午後から 18 日の夕刻の大体 24 時間に，最多雨域の剣山－雲
早山系に 150 ミリを超える程度で大きな被害はなかった。
被害　住全 1，半 1，床下 5，田冠水 10 町，道 1，堤 5，崖くずれ 6，羅災者 16

9.12 〜 13　2 日雨量

徳島毎時雨量　太経路は徳島 15m/s 以上
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1954 年（昭和 29 年）9 月 26 日　洞爺丸台風（15 号マリー）
台湾東方から北東進し殆んど方向を変えずに多少発達
さえもしながら急進して，函館港で連絡船洞爺丸其他を
沈没，大惨事を起したことで有名な台風。全国死者は
1,361 名（函館 1,228），不明 400 名。
風雨状況　風の強かったのは割に短時間で 15m/s 以
上は徳島で 26 日 4 時から 8時まで。徳島の最大風は南
東の風 30.2m/s 最低気圧 982.4mb，小松島港の高潮最大
偏差60cm。雨は25日朝から前線による前ぶれが始まり，
16 時頃から弱くなった。26 日 5 時から 8時は台風の雨
があって 9時過天気恢復に向った。福原を中心に 400 ミ
リと祖谷川上流の 300 ミリの外は一般に少ない。吉野川
の水位は 20.5m（11.20）板野 10.8（11.30）岩津 5.52（14.00）
川島 4.9（14.30）。
被害　死者 3 人，傷者 116 人，全壊 249，半壊 370，
一部 2,232，流 2，床上 121，床下 1,838，田流埋 10，畑
15，田冠水 854，畑 992，道 58，橋 10，山崩 22，船沈
25，流 6，破 29，其他総額 10 億円と云はれる。（り災
636 戸，3,727 人）

1954 年（昭和 29 年）　凶作
稲作にとって大切な 9月に 4回も台風の襲うと

ころとなり，雨量も極めて多く，殆んどの地点で
平年の倍量以上を計った。最多雨域の福原木頭で
は 3.5 倍の 1,500 ミリを超え，月雨量としてのレ
コードを作った。引続く 10 月も北高南低型気圧
配置で低温少照に経過した。

徳島（平年比較）
月 気温（℃） 雨量（ミリ） 日照（時間）
8 27.4度（+1.0） 187.4ミリ（104%）282.9時（114%）
9 23.7　（+0.7） 527.8　　（181） 161.5　（95）
10 16.9　（−0.5）63.1　　 （33） 127.2　（76）
これらのため本年の水稲収かくは極めて悪く，昭
和20年以後の最低記録139升に過ぎなかった。（標
準量の 71％程度）

［注］6，7 月の梅雨とその後の雨及び 9月の大雨によって徳島本年の総雨量は 2,459 ミリとなり，
明 32，明 29 年に次ぐ第 3位を取った。又日照時年計は，少い方から第 5位の記録である。

1955 年（昭和 30 年）2 月 20 日　寒冷前線（風雨雪）
19 日朝鮮中部から北東進した低気圧の寒前線が夜中に本県を通って西よりの暴風となり，徳島
で最大風速西南西の風 17.4m/s を計った。寒気の氾らんで気温は 8～ 10℃も下り，30 ～ 50 ミリの
降雨を見た。又 20 日の夜に入り雪が降り，21 日朝止むまでに，麻植郡を中心に昭和 26 年以来の
大雪となった。（海部郡は降らず）
川田 50㎝　穴吹 30　鴨島 25　池田 17　徳島　板東　小松島　横瀬　和敷は 10㎝又はそれ以上
被害　山（がけ）崩 2，通信被害 2ヶ所

昭和 29 年 9 月雨量

9月 26 日 09 時
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1955 年（昭和 30 年）3 月　少照
今月の日照時数は 103 時間で，70 年内で第 1位少照を記録した。これは曇雨天が甚だ多く，不
照日は 10 日を数えたためである。一方曇雨天のために気温の降下が妨げられたためか，最低気温
の月平均値 6.4 度は 3月として最も高い値であった。

徳　　島 3月 平均気温 最高平均 最低平均 雨量 日照時
9.7℃ 13.6℃ 6.4℃ 85.4 ミリ 103.2 時間

平年気温 +1.7 +0.8 +2.7 87% 57%
順　　位 7 10 1 − （1）

1955 年（昭和 30 年）4 月 15 ～ 16 日　前線（大雨）
不連続線による大雨で，佐世保のボタ山崩壊事故を起した。14 日黄海に入った低気圧が 16 日ま
で停滞し，17 日漸く東進したがこの間本邦に前線が停滞した。16 日午前中の本県の大雨は 50 ～
130ミリ。15～17日の三日間雨量分布は，県南が150～200ミリ，吉野川流域で100ミリ以下だった。
被害　全壊 1，半壊 3，田冠水 70，道 2，山崩 1

1955 年（昭和 30 年）6 月 17 ～ 19 日　梅雨前線（大雨）
低気圧は黄海にあって強いものでなく，梅雨前線によって四国九州に大雨が降った。本県では南
部で 17 ～ 18 日，北部で 17 ～ 19 日の間に 100 ～ 150 ミリ降り，多少の被害を出した。被害　田冠
水 3，道 1，山崩 1

1955 年（昭和 30 年）7 月 16 日　台風（8 号）
16 日四国沖を北西進して九州南部を横断した中心気圧 995mb の弱い台風，剣山周辺に 200 ミリ
位の雨の外一般に少く被害も道路 2ヶ所の程度で終った。徳島の最大風速は南東の風 17m/s

1955 年（昭和 30 年）7 月 27 日　地震
10 時 20 分に徳島県南部（33°45.6′N　134°15.6′E）の
深さ 3kmを震源とするマグニチュード 6.4 の地震が発生。
この地震により徳島、日和佐（旧気象通報所）で震度 4を
観測したほか、中国・四国地方を中心に東北地方から九州
地方にかけて震度 3～ 1を観測した。また、徳島測候所の

現地調査によれば
那賀川及び海部川
上流域で震度 5 の
地域があったと推
定される（『験震時報第 21 巻第 1 号』、昭和 31 年 6 月、中
央気象台）。
この地震により、死者 1名、負傷者 8名、山崩れ、道路破損・

亀裂、トンネル崩壊等の被害が生じた。
1955 年（昭和 30 年）7 月下～ 8 月中　干天
7 月中旬は台風の近海停滞によって雨天が多く，漸く 24

日から晴れて，8月の 21 日まで全般的な雨を見ず。干天は
28 日間連続し，8月 21 日の前線性降雨は農家や発電関係に
大変喜ばれた。
1955 年（昭和 30 年）9 月 30 日　台風（22 号ルイズ）
29 日九州内陸を西寄りに真すぐ北上した Bクラス台風

で，北海道に再上陸したため，関東近畿を除いた各地で被
害があった。本県では 27 日夜から前ぶれが始まり，29 日
夜から 30 日朝にかけての台風の雨が最も強く，以後次第に

震度分布×震央

9月 30 日 09 時
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小降りになった。27 日 15 時～ 1 日 16 時の総雨量は雲早山系が 470 ミリ，次は祖谷川上流が 380
ミリ，平地は全体に少く 50 ミリ程度だった。
徳島の最低気圧 998.4mb　最大風速は南東の風 24.8m/s
15m/s 以上の暴風は 30 日 0 時～ 14 時，尚小松島港の高潮量は 30cm。
被害　全壊 4，半壊 14，床上 1，床下 15，田冠水 87，畑 250，道 10，橋 1，山崩 7

1955 年（昭和 30 年）10 月 4 日　台風（23 号マージ）
4 日豊後水道を北西進して日本海岸に出てから北東に転進した小型台風で，沿道の諸県に被害が
出た。本県は大部分が 3日 9時過頃から風雨となり，4日の早朝が最も強く 18時頃には大体終った。
総雨量は前台風同様，雲早山系を中心に 250 ミリを超え，その外側に減少し平地は 50 ミリ程度だっ
た。徳島の最低気圧 1009.1mb　最大風速は東南東の風 17.1m/s
被害　傷者 1人，床下 9，田冠水 68，畑 18，道 3，提 1，山崩 4

1955 年（昭和 30 年）10 月 20 日　台風（26 号オパール）
四国の南方を通って紀伊半島南部に上陸した Cクラス台風で，20 日早朝から風雨が強まり夕刻
には晴れた。
県内の総雨量は 60 ～ 100 ミリ程度である。最低気圧 998.2mb　最大風速は西の風 15.3m/s
被害　床下 2，田冠水 1，道 2，山崩 2

1955 年（昭和 30 年）　豊作
この年は全国的に史上空前の大豊作となった。この原因は良い気候に恵まれたという以上に，最
近の農業技術，特に農薬の進歩に負うところが大であると云われている。それはこの年以後の各年
が従来の農作以上の収穫をもたらしている事からも考えられる。
昭和（年） 30 31 32 33 34 35 36 37 昭 8

全　　国 1238 万トン 1090 1146 1169 1250 1285 1214 1301 1061
徳　　島 11.5 9.7 9.8 9.9 10.8 9.9 9.3 11.0 9.4
参考のため本年の気候を示すと

6月 7 8 9 10
気温（℃） 22.8（平年より+1.1） 26.4（+0.7） 26.9（−0.3） 23.5（+0.3） 17.7（+0.2）
雨量（ミリ）207（平年の106%） 138（69） 203（107） 99（33） 236（123）
日照（時間）143（平年の82%） 222（100） 245（100） 190（112） 127（77）
以上のように特徴は少ないが 7，8 月旱天があったこと，9月の少雨多照が有効であったと思わ
れる。

1956 年（昭和 31 年）5 月　多雨
本邦南方海上は前線帯となって，しばしば低気圧が通過し，下旬（22 日）に梅雨に入ったので
曇雨天極めて多く（20 日位の雨），雨量は平年の 2倍以上になった。徳島で月雨量 296.6 ミリは第
3位の多量，又日照時数 119.5 時間は第 1位の少照記録である。
［注］この結果麦類の収かくは可成り不成績だった。

1956 年（昭和 31 年）7 ～ 8 月　干天
7 月上旬梅雨明け後，16 日にかなりまとまった雨が降った外は，小範囲の雨が数日あっただけで，
8月 15 に及び 30 日程度の無降雨となった。県下全般的に阿波麻植・美馬郡等，水利の不便な地域
で干天被害が起り始めた。丁度この折下記台風の襲来があって，干ばつの危機を免れることが出来
た。

1956 年（昭和 31 年）8 月 16 ～ 17 日　台風（9 号バブス）
この台風は九州の西岸を夜の間に通り，17 日の朝山口県沖を北東進した Bクラスのもので近畿
以西に被害があった。徳島の最低気圧 989.7mb　最大風速は南東の風 24.2m/s，15m/s 以上は 17
日 04 ～ 12 時。
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本県の風雨は 16 日の夜から 17 日昼過ぎまで 15 ～ 20 時間，祖谷川が多雨で 400 ミリを超えたと
ころ（祖谷一宇）もあるが一般に少く，雲早連山でも200ミリに達せず海岸地方は50ミリ以下だった。
被害　床上浸水 5，冠水田 2，畑 2，道 3，橋流 1

1956 年（昭和 31 年）9 月 10 日　台風（12 号エマ）
上記の 9 号台風と殆んど似た経路をとって，
10日に東支那海から日本海へ抜けた。発生直後，
硫黄島から一時南西進の異常経路をとり，沖縄
付近へ北上した時，中心気圧 930mb に発達した
等の異常台風で，雨量が多いことと，うねりが
高かったこと等の特徴がある。
風雨状況　7 日未明からうねりが高くなり，
その午後から俄雨が強くなった。8 日は強い俄
雨で，県南東部の多雨地帯では 100 ～ 200 ミリ，
9 日は 200 ～ 300 ミリになった。10 日 9 時以後
大降りはなく，午過に終った。
徳島で 15m/s 以上の風は 9 月 18 ～ 10 日 09
時。最大風速は南東の風 23.8m/s　最低気圧
999.1mb，小松島に於ける高潮量は 25㎝である。
被害　死者 1人，全壊 5，床上 1，床下 21，田冠水 255，畑 367，道 8，橋 1，山崩 15，木材流
60 石

1956 年（昭和 31 年）9 月 26 ～ 27 日　台風（15 号ハリエット）
夜の間に四国沖合を通過した Bクラス台風。北海道以外
に被害があり死者 20。
本県では 24 日の夜から雨のところあり，25 日夜からの
連続強雨は 27 日の朝に及んで 200 ～ 360 ミリに達した。総
雨量は祖谷川上流と雲早山系が 400 ミリを超え，特に富岡
では局地的に 517 ミリを計った。この東西一連の多雨帯の
南北で少く 200 ミリになっている。那賀川流域で増水害を
出した。徳島の最大風速は西の風 12.0m/s。
被害　全壊 3，半壊 3，床上 132，床下 924，田流埋 1，
冠水 1,264，畑 215，道 9，橋 2，堤防 8，山崩 23
1956 年（昭和 31 年）10 月 8 ～ 9 日　低気圧（大雨）
8 日東支那海に発生した低気圧が北東進し，日本海を通
過中顕著な寒冷前線が 9日早朝四国を通過した。この前後
に本県でも局地的集中雨があって，那賀川中流で 200 ミリ
を超した被害が出た。漁船流失 27，崖崩れ 2，橋 1
1956 年（昭和 31 年）10 月 30 ～ 31 日　低気圧（大雨）
30 日東支那海で発生した低気圧は既に四国の南方に出来
ていた前線を北上させ，雷雨に伴う強い雨を降らせた（17
～ 21 時）。この日の雨量は椿泊 264 ミリ。富岡 249 ミリ。

徳島の 155.4 ミリは 10 月第 4位の記録となる。
被害　山崩　橘町（下福井）1，田冠水　橘 3，羽ノ浦 2

9.7　9 時〜 11 時　9時　4日合計雨量

9月 27 日 09 時
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1956 年（昭和 31 年）12 月　低温少雨
低温干ばつの傾向は 11 月から続いており，特に 12 月に著しくなった。これは冬型気圧配置が卓
越したためで，乾燥した晴天が続いて各地に火災を出した。尚少雨の傾向は翌 32 年 1 月に及んで
いる。
月 気温（℃） 雨量（ミリ） 湿度（%）
11 12.0（平年より−0.3） 42.9（47%） 77（+4%）
12 6.1（−1.4）低温 5位 4.1（7）少雨 3位 58（−11）

［注］この異常乾燥は，北陸・東北を除く全国的なもので関東の無降水は 40 日以上続いた。
1957 年（昭和 32 年）3 月 21 日　山火事
中旬から雨らしい降りがなく低温で乾燥した天気が続き，21 日には顕著な寒冷前線が通り北西
の突風があって最小湿度は 23％まで降った。21，22 日県下で 11 件の山火事が発生し 450 町歩を焼
いた。この日は近畿，中国，四国と広範囲に亘って山火事を出している。
［注］乾燥した天候はこのあと 4月半ばまで続く。

1957 年（昭和 32 年）6 月 27 日　台風（5 号ヴアジニア）
台湾を通って 27 日早朝九州の西で消え，丁度この時五島に進んで来た低気圧に肩変りしたCク
ラスの台風で，大した暴風雨はなかった。県下の雨量は，前年 8月の 9号台風とよく似ており，祖
谷川上流で 400 ミリ，那賀川・勝浦川の中流で 200 ミリ。徳島の最大風速は南東の風 12.5m/s。
被害　田冠水 250 町，道 5，山崩れ 2

1957 年（昭和 32 年）8 月 20 日　台風（7 号アグネス）
九州西方を通って朝鮮を北上したAクラスの台風であったが，本県とは距離も遠いので，被害
は大きくなかった。徳島最低気圧 1,002.2mb，最大風速は東南東の風 19.0m/s。県内の雨は，台風
が沖縄を越えて東支那海に入った頃から強くなり，20 日の夜が最も強く 21 日夕方で大体収まった。
最多雨域は雲早山の東麓で 500 ミリを超え，大部分の海岸と吉野川流域は 100 ミリ以下であった。
被害　全潰 1，半潰 2，冠水田 2，畑 1，道 2，山崩 13（2 世帯）

1957 年（昭和 32 年）8 月 23 ～ 24 日　台風（9 号）
23 日四国の南方から真すぐに北上した弱い台風で，徳島の最大風速は東北東の風 10.8m/s に過
ぎなかった。この時は最多雨量は川上の 268 ミリで，雲早山系が 150 ミリ，其他は少なかった。
被害　床下 1戸，水田冠水 70 町，道 3，山崩 1（海部郡）

1957 年（昭和 32 年）9 月 7 日　台風（10 号べス）
西日本の沖合を西進し，名瀬の西から急に向を変えて北東に進み，九州南部・四国北西部を通っ
たBクラスの台風で，通路の奥羽北海道外でも被害があった。徳島の最低気圧 992.8mb，最大風速
は南東の風 23.9m/s。15m/s 以上の風は 7日 4 ～ 15 時。雨は 6日の夜台風が宮崎県に入った頃か
ら強くなり，高松沖へ出る 7日 15 時頃まで続いた。剣山，雲早の南東斜面で 300 ミリ以上（出原
352），その東と北に減少して 100 ミリ以下だった。
被害　床上 3，床下 81，田冠水 328，畑 254，道 1，
橋 1，山崩れ 7（3世帯）

1957 年（昭和 32 年）9 月 9 ～ 11 日　前線（大雨）
10 号台風通過後四国沖に前線が停滞したが，11
日には北上し且つ低気圧も発生する等で特に雨量
が多くなった（11 日川西 169，川上 146 ミリ）。3
日間の合計雨量は，県南東端が 300 ミリ，北西県
境に低下して 100 ミリである。
被害　死者 1人，傷者 4人，半壊 1，床上 1，床
下 133，水田冠水 492，道 8，橋 2，山崩れ 18，木



― 115 ―

材流 82 石
1957 ～ 58 年（昭和 32 年 11 月～昭和 33 年 4 月）　暖冬
下記の通りにかなり温暖多雨だった。

11 12 1 2 3 4
平均気温（℃） 13.4（平均の+1.1） 8.6（+1.2） 5.5（+0.6） 6.5（+1.5） 8.8（+0.9） 14.4（+1.0）
雨　　量（ミリ） 37（40%） 58（112） 34（81） 116（184） 158（162） 195（156）
日　　照（時間） 177（109%） 131（82） 171（105） 182（117） 194（107） 160（82）
気温の高い方からの順位は 11 月 8 位，12 月 7 位，2月 9位，4月 5位

1958 年（昭和 33 年）1 月 26 日　南海丸沈没
17 時 30 分小松島港を出発した南海汽船株式
会社の紀阿航路定期船南海丸（498 トン）は，
18 時 30 分頃沼島の南東方で「キケンキケン」
の無線連絡をしたまま沈没し乗客 139 船員 28
名全員遭難した（本船は約 1年後に引上げ鳴門
丸と改名して就航する）。
当時の気候は次図に示したとおり気圧の谷に
伴う温暖・寒冷両前線の中間の南風域内で起っ
た事件である。翌 27 日にはこの谷が日本の東
の海上に出て発達し，中華東部の高気圧との気
圧傾度が大きく，15m/s 位の強風が吹いた。遭
難当時の付近各地の風は
26 日 徳島 沼島 洲本 和歌山
18 時 南 4.6 南南西 8.0 南 10.3 南南西 10.8
19 時 南 8.4 南南西 9.6 南 11.7 南南西 10.5

（沼島は現地の山上に設置してある兵庫県の風速計による）これらは決して強いものではない。
海上は前表から推察すると，13 ～ 20m/s 位と考えられる（沼島での最大風速は 20 時 15.2m/s）。
この程度の風では遭難の直接原因とは考えられない。従って，この南の強風中に高くなった波浪の
影響が大きかったのではないかと見られている。現場の近くを通った大阪商船あふりか丸の観測に
よれば 16 時 20 分には南の波浪 6～ 9mを，又巡視艇あおりも 20 時 40 分に航行困難なうねりと波
浪を経験している（潮流については異変なし）

1958 年（昭和 33 年）3 月 31 日　霜害
中旬からずっと温暖傾向を続けていたが，26
日優勢な大陸高気圧が現れて冬型気圧配置に逆
もどりした。31 日には移動性高気圧となって本
邦を通過した。このため関東以西の各地で記録
的な低温となり，凍霜害が発生した。徳島でも
31 日の最低気温－ 1.9 度は下旬として第 1位の
低極であった。麦類にとっては上記の暖冬に加
えて急激な寒害のため，15,960 町歩，7,794 トン
の被害となり，反収は大麦 109，裸麦 141，小麦
152 升であった。

1958年（昭和33年）8月25日　台風（17号フロシー）
四国沖を真すぐ北上して，25 日紀伊水道を和
歌山から上陸した Cクラスの台風。三重愛知で

26 日 18 時［黒丸の左の小粒は雨の程度を表す］

8.23　9 時〜 26　9 時　3日合計雨量
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水害が大きかった。
風雨状況　本県では 23 日の夜から前線北上によ
る大雨が始まり，25 日 18 時台風が上陸するまで続
いた。従って雨量は極めて多く，23 日横瀬 286 ミ
リ，日野谷 278，福原旭 210，24 日坂州 278，木頭
267，川井 263，鬼籠野 225，福原旭 208，25 日日
野谷156等を計った。合計雨量は前図の通りである。
徳島で 15m/s 以上の風が吹いたのは，25 日 14
～ 19 時の 6 時間。最大風速は北北東の風 21.6m/s
　最低気圧 988.8mb。
被害　全壊 2，半壊 3，床上 2，床下 108，田流 4.5，
冠水 465，畑 7，道 7，橋 3，堤 6，山崩 28，通信 3
1958 年（昭和 33 年）9 月 17 日　台風（21 号ヘレン）
南方海上を北東進して東京に上陸した Bクラス台風。主に関東東北に被害があり，全国死者 25
名を出した。本県は南部海岸特に牟岐で大雨があった外，大きな雨は無かった。牟岐の 15 日雨量
368 ミリ。徳島の最大風速は北の風 16.6m 最低気圧 991.9mb。
被害　田冠水 25，提 1，道 3，山くずれ 5

1958 年（昭和 33 年）10 月 18 日　低気圧（大雨）
低気圧が四国の南岸ぞいに東進し，高知から和歌

山間で短時間の大雨となり被害が出た。本県では 18
日の朝日野谷で 328 ミリ，川西 270 ミリ，宍喰 232
ミリ等を計った。県南河川はん乱し，丁度刈取期の
稲穂を流し，死傷者を出す等の被害になった。
被害　死者 1人，傷者 1人，半壊 1，床上 57，床

下 221，田畑流埋 129，冠水 312，道 15，橋 4，堤 4，
山崩れ 10，鉄軌道 2，通信 2回線

1958 ～ 1959 年（昭和 33 ～ 34 年）　温暖
この暖侯は下表の通りに甚しい異常を示した。

12 1 2 3 4 5
平均気温（℃） 9.6（平年より+2.2）4.8（−0.1） 8.5（+3.5） 10.2（+2.3） 14.8（+1.4） 18.7（+1.0）
高温順位 2 − 1 3 2 5
雨　　量（ミリ） 88（平年の170%） 39（93） 63（100） 101（104） 215（172） 130（95）
日　　照（時間） 182（114%） 171（105） 93（60） 200（110） 179（91） 191（90）

この長期に亘たる温暖多雨は，麦作に多少の被害を出した。また，海水温の上昇で養殖海苔腐敗
の被害は 7～ 8割に及び，鰤の水揚げは皆無だった。

1959 年（昭和 34 年）1 月 16 ～ 17 日　低気圧（風雨　低温）
16 日日本海に入った低気圧は急に発達し，徳島でも 13m/s の強風を観測した。夜からは雪になっ
て近年稀な積雪を見た。徳島では 5㎝だったが愛媛県では殊に県南が激しく大洲で 57㎝を計った




















































































































